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※事務局記入欄 

№ 38 

【様式２】 

エントリー学校名： 
北海道札幌市立北辰中学校 

活動名：チームで行う教育課程編成 ～カリマネを生かした学校づくり～ 

解決すべき課題： 

 本校は歴史と伝統ある校風で、保護者や地域に支えられながら、落ち着いた学習環境である。しかし、時代
が急速に変化する中、予測困難な未来に生きる子どもたちに必要な資質・能力を育むためには、不易の部分
を大切にしながらも、学校が主体的に変化し、新しい価値を創造していかなければならない。 

目標・方針： 
・教職員の参画意識向上を目的とした、組織、体制作りの推進および校内研修の内容、形態の工夫。 
・現状把握から、学校課題と子どもたちに育成したい資質・能力を明確化し、PDCA サイクルを実践。 
・学校教育の質の向上のため、価値を見いだす（時間を費やす、重視する）活動の精選および具体化。 
活動内容： 

・教育課程検討特別委員会をカリキュラム・マネジメント推進の中核組織とし、年間を通して機能させた。 
・教育課程を校務・学年・教科等で検証し、成果と課題を明確化した。 
・年齢、役割、学年、教科等が異なるグループ編成のワークショップ型、模擬授業体験型および、現状把握、
目指す生徒像、学校課題の共通理解を目的とした問題提起型の校内研修会を実施した。 
・「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、日常の教育活動や資質・能力（北辰らしさ）を発信した。 
・限られた時間の中で、教育の質を高める、働き方改革の視点も意識した。 

活動の成果： 
・前例主義、相互不干渉の傾向にあった教職員の意識改革が進み、それぞれの立場、役割でカリキュラム・マ
ネジメントを推進することにより、学校や子どもの変容を実感できた。 
・カリキュラム・マネジメントの実践が、授業改善や働き方改革といった学校教育の質の向上につながった。 
・教職員の意識向上と共通の具体策の実践効果が随所に見られた。 
例１学校評価アンケート「わからない」の保護者回答 例２全国学力状況調査「いじめに関する設問」回答 

 
 
 
 
 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・教育課程検討特別委員会をカリキュラム・マネジメント推進の中核組織とし、年間を通して機能させた。 
・「目指す生徒像」「資質・能力」の共通理解を通し、教職員の目標と方法のベクトルの一致を図った。 
・教職員が校内研修に楽しみながら参加し、自らも主体的、対話的で深い学びを体験できた。 
・現状の教育活動からの見直しを行い、多くの縮小・廃止、新設、存続の事案を積み上げた。 

 
●学校教育目標、目指す生徒像の共通理解       ●各行事で育成したい資質・能力を明確化（北辰らしさ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育課程検討特別委員会を 
カリキュラム・マネジント推進の中核組織に！ 

 

 

                       

 
 
 

 
●カリキュラム・マネジメントの最終目標 

～子ども一人ひとりのカリキュラム・マネジメント～ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  




